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 導入として，「音象徴」の話題を取り上げます．よ

く知られているように，あちこち尖った図形と丸い曲

線で囲まれた図形の２つが与えられて，その図形に

「タケテ」か「マルマ」かのどちらかの名前を付ける

としたら，と尋ねられるとほとんどの人の答えが一致

するといいます．母語が何であるかにかかわらず一致

するというから驚きです．なぜでしょうか．それを明

らかにするのが「音声学」という学問分野の目的の１

つでもあります．	
 

	
 音声学は，大きく３つの分野からなります．１つは，

どのように口を動かして音を出すのかを研究する「調

音音声学」，２つめに，口の動きがどのような空気の

振動に変換されるのかを分析する「音響音声学」，そ

して３つめに，その空気の振動がどのように理解され

るのかを調べる「知覚音声学」です．	
 

	
 本書は，身近な例を使って，これらの学問の特色と

目的をわかりやすく紹介します．	
 

	
 

◎本の中で話題にした映像・音声を岩波書店の本書のホームページから視聴できるように

してあります（http://www.iwanami.co.jp/029644m）．授業などで，デモンストレーショ

ンとして使用できます．	
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